
令和6年度 仙台一中・一高会 中京支部 総会・懇親会

本日のご出席の皆様 15名
敬称略

取扱注意でお願いします

ご来賓 佐浦同窓会会長(高33) 樽野校長先生  齋藤事務局長(高31) 秋田事務局員(高34)

No. 年次 氏名 〒 住所 電話 メール

1 高9 岩佐 博義 hikaminokura@yahoo.co.jp

2 高15 板橋 弘征 h_itabashi@rice.ocn.ne.jp

3 高15 千葉 武志 tci19440317@hm.aitai.ne.jp

4 高15 忠 敬吉

5 高15 横山 恒郎 t-yokoyama191008@clear.ocn.ne.jp

6 高17 梅津 道彦 mumezu.momo@gmail.com

7 高17 大橋 弘文 ohashi20210331@gmail.com

8 高17 沼田 重喜 numata.yokoham2@gmail.com

9 高18 磯村 暢厚 nobuhiro_isomura@yahoo.co.jp

10 高18 千石 郁夫 sengoku@xj.commufa.jp

11 高19 小沼 透 toru_konuma@ybb.ne.jp

12 高21 大友 芳視 cxnrg597@ybb.ne.jp

13 高25 黒田 達朗 tatsu kuroda@yahoo.co.jp

14 高31 五ノ井 均 toyota4685@yahoo.co.jp

15 高72 笠原 凛 katherinrin1317@gmail.com

16 高76 宮下 遼 ryo.6311@icloud.com



１：開会 （幹事長）

２：御来賓紹介 （幹事長）
３：支部長挨拶 （支部長）

４：議事 （幹事長）

①会員

５：閉会 （幹事長）

令和6年度 仙台一中・一高会 中京支部 総会 令和6年6月22日（土） 12:30～

会場：「みどり」

②会費の状況

郵送後の確認状況

見直し全体 169
欠席回答 25
出席回答 16
無回答 128

●文書費

個数 単価 合計

住所リスト 1 4500 4500

印刷インク 1 1500 1500

ハガキ 176 63 11088

封筒切手 176 84 14784

茶封筒 176 10 1760

コピ－ 352 20 7040

36172

●本日の総会完了までの収支

収入 支出

人数 単価 人数 単価

出席者会費 14 10000 140000 20 7000 140000

本部出席者会費 4 8000 32000 会報代 15 1000 15000

出席者以外会費納入 9 小計 17000 - 文書費 36172

総合計 189000 記念品代 4 2500 10000

総合計 201172

残金→ -12172 現役学生補助込み

会の郵便貯金 残金 123400

総合計



令和6年度 仙台一中・一高会 中京支部 懇親会

１：開宴の辞 （幹事長）

２：御来賓挨拶

①佐浦同窓会会長

②樽野幸義校長

３：乾杯 （高17回 梅津様）

ご歓談

４：出席者 近況報告や出席者の頃の仙台一高
（出席者全員）

5：閉宴の辞と〆（校歌斉唱）

6：記念写真撮影



令和6年度 仙台一中・一高会 中京支部 懇親会 記念写真



令和6年度 仙台一中・一高会 中京支部 HP



中京支部の紹介HPをつくりました

★はじめに



「仙台一中・一高中京支部」のホームページ発刊にあたって
　　　　　　　　　　高15回　横山恒郎

 　　　 小生の「仙台一中・一高中京支部」（この後は「中京一中・一高会」）の思い出を下記します。
　　　　小生は。昭和44年（1969年）に東洋レーヨン（現・東レ）に入社しました。滋賀県石山で入社教育を受け、5月1日に
　　愛知県岡崎市の岡崎工場に着任し、「中京地区の人」となり、現在に至っております。
　　　　新入社員の白線の入った帽子を被り、工場の現場を見に行った時に、一人の男性が近づいて来て「君は仙台の
　　出身と聞いたが、高校はどこ？」と聞かれて「仙台一高です」と答えると、「じゃ、俺の後輩だ」と言われてビックリしま
　　しのを覚えています。その人は高12回の西村紘紀さんでした。小生の東レ同期入社は8１人でしたが、岡崎工場配属
　　は小生一人であったこともあり、それから、金魚の糞（ふん）の如く、西村さんに付いて行動しました。
　　　　6、7月頃に、西村さんから「一高の同窓会があるから一緒に行こう」と誘われ、ご一緒しました。会場は名古屋で出
　　席者は20人以上だった思いますが、はっきり覚えているのは、会長が中38回の森本秀勇さんだったことだけ。この会が
　　「中京一中・一高会」の第１回だったことも忘れており、後に教えて頂きました。
　　　　今、この文章を書きながら、西村さんにお会いしなければ、案内状が来ない小生が第１回の「中京4一中・一高会」に
 　出席できなかったは明白で、小生と「中京一中・一高会」は強い縁があると改めて思っているところです。
　　    それから、タイに単身赴任した４年間を除いて、できる限り「中京一中・一高会」には出席させて頂いました。
　　古い写真がないかとアルバムを探したら、昭和48年の写真が出て来ました。その脇に印刷物があり、7月8日、鳳凰
　（名鉄メルサ18階）、出席者：大竹校長、森本会長（前記）、他25名のお名前が記載されていました。
　　　昭和53、54年、55年には、一高の新聞部の顧問をして頂いた青木功二先生が、校長で来られて懐かしくお話したの
　も良き思い出です。
　　　また、昭和53年には、三菱レーヨンに勤務されていた高10回の皇芳之さんとお会いたのもはっきり覚えております。
　その当時、小生は東レで合成繊維の仕事をしていました。、東レと三菱レーヨンは「日本の合繊６社」の２社でしたでの
　で強い思い出になったのだと思います。
　　　皇氏はその後、三菱レーヨンの社長になられました。蛇足になりますが、皇氏が社長の時に「日本の合繊６社」」のもう
　一つのクラレの社長が高13回生の和久井康明氏でした。『「日本の合繊６社」」の2社の社長が我が先輩』は、当時の小生
　の自慢でした。
　　　平成25年（2013年）の「中京一中・一高会」で、高17回の大橋弘文さんから会長を引き継ぎ、平成31年に、高18回の
　千石郁夫さんにバトンを渡しました。小生の会長時の一番の問題は、「中京一中・一高会」への出席者が10名近辺で低迷
　していたことでしたが、改善出来ませんでした。誠に申し訳なく思っております。
　　　長々と駄文を書いてしまいましたが、今回スタートのこの『中京一中・一高会ホームページ』が「中京一中・一高会」の
　今後の発展に大きく寄与してくれることを期待しております。
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